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　来期の業況判断D.I.の見通しは△11.5と今期との比較で△1.1ポイントとわずかながら悪化を予想しています。項目別
業況判断D.I.見通しでは、売上高△10.1、資金繰り△10.1、採算△23.6、従業員増減△2.2と売上高と採算はわずかながら
改善、資金繰りと従業員は横ばいの見込みとなっています。また、業種別の業況判断D.I.見通しでは製造業、卸売業は悪化、
サービス業は小幅な悪化、小売業、建設業・不動産業は小幅ながら改善する予想となっています。

●来期（2022年7～9月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答366社・・・回答率99.4％）

前　期
2022年1～3月期

今　期
2022年4～6月期

来期予想
2022年7～9月期

全国調査
2022年4～6月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0
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　今期の全業種の業況判断D.I.は△10.4と、前期との比較で5.1ポイント上回り、小幅ながら2期連続の改善となりました。　
　項目別の業況判断D.I.では、売上高は△11.5（前期比+2.6）、資金繰りは△9.8（前期比△0.7）、採算△25.1（前期比
△4.6）、従業員増減△1.9(前期比△1.6)と売上はわずかながら改善したものの、他の項目は悪化しています。
　業種別の業況判断D.I.においては、製造業は弱含み横ばいですが、卸売業、小売業、建設業・不動産業、サービス業では
改善しています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を9.0ポイント上回りました。業種別でも乖離幅は製造業の2.1から小売業
の20.8まで異なりますが、すべての業種で全国調査を上回る結果となっています。

●今期（2022年4～6月期）の業況
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Ⅱ　製造業（回答112社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△12.5と、前期との比較で0.8ポイントの
弱含み横ばいとなりました。全国調査との比較では、業況判断D.I.で
2.1ポイント上回りました。
　業種別にみると、改善している業種と悪化している業種が混在し、
まだら模様となっています。
　項目別には、原材料仕入単価は8.4ポイント上昇しているほかは、
すべての項目で悪化しています。
　来期の業況判断D.I.は△18.9と悪化を予想しており、項目別には
原材料仕入単価は引続き高く、売上高、採算、設備操業率ともに
弱含み横ばいが見込まれています。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が29.7%、「需要の停滞」
12.4%、「製品（加工）単価の低下・上昇難」8.6%で、「原材料価格の
上昇」が引続き最大の懸念材料になっています。

■景況

【輸送機械】
　業況判断D.I .は、△18.2と前期比4.0ポイント改善しています。
来期は△9.1とさらに改善の見込みであるものの、半導体不足および
原材料高の影響等払しょくしきれない状況です。
　項目別では、原材料仕入単価は100.0と引続き上昇しており、原材
料在庫は減少、売上高、採算、資金繰り、設備操業率ともに悪化と
生産活動を取巻く環境は依然不安定な状況となっています。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が25.8％、「従業員の
確保難」12.9%となっています。

【機械器具】
　業況判断D. I .は、△26.7と前期比9.7ポイント改善しましたが、
来期は△46.7と大幅な悪化が見込まれています。
　項目別では、売上高は改善、採算、設備操業率は悪化、原材料仕入
単価は小幅減少ながら依然高く、原材料在庫は減少しています。
　経営上の問題点としては、「原材料価格の上昇」が27.0%、「需要
の停滞」13.5%、「原材料の不足」が10.8%となっています。

【金属製品】
　業況判断D.I.は、4.0と前期比14.2ポイントの悪化となりました。
来期の業況判断D.I.も、△12.0と今期比では16.0ポイントの悪化
を見込み、マイナス圏になっています。
　項目別には、売上高、資金繰りともに大幅に悪化していますが、
原材料仕入単価は低下しているものの依然高水準で、採算は小幅
ながら悪化しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」31.5%、「需要
の停滞」13.0%となっています。

【金属プレス・メッキ】
　業況判断D.I.は、△61.5と前期比28.2ポイントの大幅悪化になり、
来期は△53.8と改善が見込まれていますが、大幅なマイナス圏は
継続しており、厳しい状況が継続する見込みです。
　項目別には、売上高、資金繰り、採算、設備操業率とも大幅に悪化
しており、原材料仕入単価は依然高水準であり、厳しい状況となって
います。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」31.0%「需要
の停滞」24.1%、「製品（加工）単価の低下・上昇難」13.8%となって
います。

【印刷】
　業況判断D.I.は、△12.5と前期と比較して12.5
ポイント悪化し、来期の業況判断D.I.は、△37.5と
さらに厳しい状況が継続する見込みです。

【プラスチック】
　業況判断D.I.は、12.5と前期比37.5ポイントの
大幅な改善となっています。来期の業況判断D.I.は
0.0と悪化が見込まれます。

■業種別の状況

■主要業況判断D.I.の推移
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（対前年同期比判断D.I.）

△ 11.7

△ 4.5

△ 10.8

△ 16.2

57.7

△ 3.6

2.7

△ 3.6

前　期

△ 12.5

△ 10.7

△ 16.1

△ 33.0

66.1

△ 6.3

△ 2.7

△ 17.0

△ 18.9

△ 12.6

△ 20.7

△ 33.3

61.6

△ 9.8

△ 0.9

△ 17.0

△ 14.6

△ 2.3

△ 12.3

△ 26.8

83.7

△ 0.2

△ 2.6

△ 5.1

業 況

売上（加工）高

資 金 繰 り

採 算

原材料仕入単価

原 材 料 在 庫

従 業 員 増 減

設 備 操 業 率

今　期 来期見通し 全国調査

業況 売上（加工）高 資金繰り
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■経営上の問題点（複数回答）

原材料の不足

従業員の確保難

原材料費・人件費以外の経費の増加

熟練技術者の確保難

製品（加工）単価の低下・上昇難

製品ニーズの変化への対応

原材料価格の上昇

需要の停滞
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■主要業況判断D.I.の推移
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Ⅲ　卸売業（回答21社・・・回答率91.3％）

　今期の業況判断D.I.は△10.2と、前期に引続き8.4ポイント改善し、
全国調査との比較では、業況判断D.I.で20.8ポイント上回っています。
　項目別では売上高は改善、採算は強含み横ばい、客単価、仕入単価、
在庫数量ともに上昇しています。
　来期の業況判断D.I .は△8.0と、今期との比較で小幅ながら2.2
ポイント改善する予想になっています。
　経営上の問題としては、「仕入単価の上昇」が21.1%、「消費者
ニーズの変化への対応」18.1%についで「販売価格の低下・上昇難」
11.8%となっています。

■景況

Ⅳ　小売業（回答88社・・・回答率100％）
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業況 売上高 資金繰り
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業況 売上高 資金繰り

　今期の業況判断D. I .は0 .0と、前期との比較では9.5ポイント
改善しました。全国調査との比較では、業況判断D.I.で12.5ポイント
上回りました。
　項目別では、売上高、採算ともに悪化しています。仕入単価は今期
52.4、来期も横ばいで高止まりしており、売上単価も上昇が継続する
見込みです。
　業種別では食料・飲料卸売業の今期の業況判断D.I .は、0.0と
前期比12.5ポイント改善しており、来期見通しでも0.0と横ばいの
見込みとなっています。

■景況

【飲食料品小売業】【飲食店】
　飲食料品小売業の業況判断D.I.は、△4.0と前期比21.0ポイント
の改善で、来期も4.0と引続き改善を予想しています。
　飲食店の業況判断D.I .は、0.0と前期比28.6ポイント改善して
いますが、来期は25.0ポイントの悪化を予想しています。
　飲食料品小売業の経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」
29.0%、「消費者ニーズの変化への対応」17.7%、「需要の停滞」
11.3%と続いています。

【その他】
　業況判断D.I.は、自動車販売はプラス水準の中で横ばい、燃料は
マイナス水準の中での改善、医薬品・化粧品、スポーツ・文具、家電
は悪化しており、来期も同様な状況が継続する見込みで、業種毎に
差が大きくなっています。
　経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」、「販売単価の低下・上昇難」
が多く、中小小売業では、価格転嫁が容易ではない実状があらわれて
います。

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2022年4～6月期）

■経営上の問題点（複数回答）

大型店・中型店の進出による競争の激化

同業者の進出
人件費以外の経費の増加
購買力の他地域への流出

販売単価の低下・上昇難

需要の停滞

仕入単価の上昇
消費者ニーズの変化への対応

■経営上の問題点（複数回答）

人件費以外の経費の増加

大企業の進出による競争の激化
メーカーの進出による競争の激化

商品在庫の過剰

需要の停滞

店舗・倉庫の狭隘・老朽化

仕入単価の上昇
販売単価の低下・上昇難
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Ⅴ　建設業・不動産業（回答63社・・・回答率100％）

5

Ⅵ　サービス業（回答82社・・・回答率100％）
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■主要業況判断D.I.の推移

■経営上の問題点（複数回答）
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資 金 繰 り

採 算

受 注 額

材 料 単 価

従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査
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従業員の確保難

請負単価の低下・上昇難
材料費・人件費以外の経費の増加

新規参入業者の進出

民間需要の停滞

官公需要の停滞

材料価格の上昇
材料の入手難

■経営上の問題点（複数回答）

人件費以外の経費の増加

利用料金の低下・上昇難
従業員の確保難

大企業の進出による競争の激化

需要の停滞

店舗施設の狭隘・老朽化

消費者ニーズの変化への対応
材料等仕入単価の上昇

　今期の業況判断D. I .は△9.8と、前期比で5.1ポイント改善し、
全国調査との比較では、業況判断D.I .で5.4ポイント上回りました。
　項目別では売上高、資金繰り、採算ともに改善していますが、客
単価は低下、仕入単価は小幅な上昇となっています。
　来期の業況判断D.I.は△11.0と、今期との比較で1.2ポイントの
悪化を予想しており、弱含みでの横ばいが見込まれています。
　経営上の問題点は「消費者ニーズの変化への対応」19.4%、「材料等
仕入単価の上昇」14.4%、「需要の停滞」13.3%、となっています。

■景況

　今期の業況判断D.I .は△11.1と、前期比較9.9ポイント改善し、
全国調査比でも、9.5ポイント上回りました。
来期の業況判断D.I.は△6.3と小幅ながら改善の見込みです。
　項目別では、売上高は改善したものの、材料単価は低下しているも
のの引続き高く、受注額はわずかながら改善、採算は悪化しています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」28.6%、「材料の入手難」
14.3%、「民間需要の停滞」11.7%となっています。

■景況

【総合工事】
　業況判断D.I.は、7.1と前期比36.7ポイント大幅に改善していま
すが、来期は3.6と3.5ポイントの小幅な悪化が見込まれています。
　項目別には、売上は改善しているものの、材料単価は依然高水準で、
採算は横ばいとなっています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」が30.0%、「材料の入手難」
17.1%と依然として「原材料」が最大の懸念材料になっています。

【設備工事】【職別工事】【不動産】
　設備工事業の業況判断D.I.は、△40.0と前期比30.0ポイント大幅に
悪化し、来期も△30.0と厳しい状況が継続することが見込まれます。
　職別工事業の業況判断D.I.は、△44.4と前期比11.1ポイント悪化
してますが、来期は△11.1と改善の見込みです。
　不動産業の業況判断D.I.は、△8.3と前期比1.2ポイントの小幅悪化
となっており、来期は△16.7とさらに悪化する見込みです。

■業種別の状況

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2022年4～6月期）

■主要業況判断D.I.の推移

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

【自動車整備】
　業況判断D.I.は、△6.7と前期比13.0ポイントの悪化で、来期も
△13.3と引続き悪化が見込まれています。
　項目別では売上高は大幅に改善していますが、採算は弱含み横
ばいで、資金繰りも横ばい、客単価、仕入単価ともに低下しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」20.6%、「材料
等仕入単価の上昇」17.6%となっています。

【洗濯・理容】
　業況判断D.I.は、△45.5と前期比18.1ポイント改善、来期は△27.3と
改善する見込みで、厳しい状況ですが改善傾向が継続する見込みです。
　項目別では、売上高、資金繰りは改善、採算は横ばい、客単価、仕入
単価はともに上昇しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」29.2%、「新規
参入業者の進出」16.7%となっています。

0 5 10 15 20 25 30（％）

28.6
14.3                        

11. 7                              
7.1                                       
6.5                                        
6.5                                        
5.2                                          
4.5                                           

0 5 10 15 20 25（％）

19.4
14.4          
13.3            

9.4                      
8.3                        
7.2                            
6.7                             
5.6                               



【「混迷する経済社会情勢と中小企業経営」ーコロナ、原材料価格高騰、海外情勢の緊迫化を受けてー】

今回の調査について

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2022年6月
① 今期の状況：前年の同時期（2021年4～6月期）と比較した今期（2022年4～6月期）の状況
② 来期の見通し：前年の同時期（2021年7～9月期）と比較した来期（2022年7～9月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所
伊勢崎商工会議所及びアイオー信用金庫の調査員による面談または聞き取り

調査内容

調査方法
対象企業

調査時期

特 別 調 査

6

【調査対象企業数・回答企業数】

112
23
88
63
82
368

調査対象企業数

112
21
88
63
82
366

100%
91.3%
100%
100%
100%
99.4%

製 造 業
卸 売 業
小 売 業
建設業・不動産業
サービス業
合 計

回答企業数 回答率

4  賃上げについて
　賃上げを実施した先は、22.3%ですが、理由は、従業員の待遇改善が63.2%と
圧倒的に多く、業績改善を反映の22.1%が続きます。また、実施しなかったのは
77.7%で、理由は景気見通しが不透明35.0%、業績状況30.4%となっていますが、
賃上げを検討したことがない先も22.8%ありました。

5 コロナ禍を受けて事業承継（M&A）
　についての考え方の変化

方法に変更はない

考えたことがない
その他

廃業予定だったが、事業を継続する
予定を白紙に戻した
廃業を検討する

後継者を変更する
時期を遅くする
時期を早める
検討を始めた
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54.4
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0.3                                    
1.0                                    
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0.3                                    
0.0                                    
0.6                                    

37.5          

　方法に変更はない54.4％、考えたことは
ない37.5%であり、検討を始めたのは4.9%
に留まり、コロナ禍での事業承継についての
考え方の変化は限定的なものでした。

2  エネルギー価格上昇による収益への影響

原油・天然ガス等のエネルギーの価格高騰

その他

特に懸念しているものはない

戦争、紛争等がもたらす社会不安

米中貿易摩擦

日本と諸外国との関係

人手不足、人件費上昇

コロナ長期化による需要急減

原材料の仕入れ不可能

エネルギー以外の価格高騰
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　収益への影響は、危機的・かなり悪影響とする先が22.7%で、
多少を加えると7割を超える先で影響をうけていますが、わから
ないとする先も17.9%ありました。
　一方、省エネ設備投資については、実施予定があるのは5.7%
に留まっています。

3  サイバー攻撃・サイバーセキュリティ
　サイバー攻撃を受け被害があったのは0.3%（1先）でしたが、
人材の確保・態勢の整備ができているのは22.3%に留まり、
できていない・わからないで56.0%となっています。また、関係
ないとする先も21.6%あります。

1  経済社会情勢についての懸念
4  業況が上向く転換点見通し

エネルギー以外の価格高騰
19.5%

原材料の仕入れ不可能
11.9%

人手不足、人件費上昇
5.5%

日本と諸外国との関係
6.1%

コロナ長期化による
需要急減
16.9%

米中貿易摩擦
1.2%

戦争、紛争等が
もたらす社会不安

12.8%

特に懸念しているものはない
0.3%

その他
3.7%

　経済社会情勢についての懸念は、エネルギーの価格高騰が22.0％でトップ、エネルギー以外の価格高騰が19.5％で続き、価格高騰への懸念が
4割を超えるほか、コロナ長期化による需要急減16.9％、戦争、紛争等がもたらす社会不安12.8％、原材料の仕入れ不可能11.9％となっています。

原油・天然ガス等の
エネルギーの価格高騰

22.0%
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63.2
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政府の賃上げ要請

自社の業績改善を
反映

同業他社、地域他社
の賃上げ

従業員の待遇改善

その他

実施予定がある
5.7%

実施予定はない
94.3%

攻撃を受けたが
被害はなかった

4.8%

攻撃を受けて
被害があった
0.3%

攻撃を受けたことはない
94.8%

できている
22.3%

当社には関係ない
21.6%

できていない
29.8%

わからない
26.2%

■収益への影響
■省エネの設備投資 ■サイバー攻撃による被害 ■人材の確保・態勢の整備

■賃上げを実施した理由

0 20 40（％）

11.0　　　　　

35.0

30. 4　

22.8　　

0.8　　　　　　　

これまでに
賃上げを実施済み

景気見通しが
不透明

自社の業績状況

賃上げを検討した
ことがない

その他

■賃上げを実施しなかった理由

実施した
22.3%

実施しなかった
77.7%

■賃上げについて
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株式会社ワイズサイン

企 業 紹 介

会社概要
創 業
代 表 者
所 在 地

T E L

資 本 金
従業員数
営業時間
営業品目

昭和42年7月
代表取締役　山崎 貴史
伊勢崎市三室町5808（本社）
中野区中野4-9-26（東京支店）
0270-62-6696（本社）
03-6908-6727（東京支店）
1,000万円
40名
8：30～17：45
サイン・商業施設のデザイン・施工・
管理・レンタル業務・フレーム販売

・万全のサポート
　看板を安全に維持するた
めに、高品質の看板を長い
間使っていただくための
万全な体制。一年365日、
年中無休でメンテナンスを
承っております。施工いた
だいたお客様のビジネス
チャンスを損なう事がない
よう、不意の故障等の際、
迅速にメンテナンスを実施させて頂きます。また、日本
全国各地のパートナー企業様とのネットワークにより、
エリアを問わずメンテナンスが可能です。
・安心の全国対応
　全国に広がるネットワーク施工もアフターフォローも
万全のネットワーク。デザイン企画からメンテナンス
まで全国ネットワークで対応致します。お店の顔となる
看板を通し、オフィス・店舗の新規出店・リニューアル
工事などお客様の事業拡大・発展をお手伝いします。
　スタッフと、地元の職人さんで細かな希望からアフター
フォローまで対応致しますので、ご安心ください。
【想いをカタチに】
　看板はお店の顔であり、一番目に付くものだと思い
ます。どこに行くにも看板をあてにしてお店を探したり、
目印にしている方も多いと思います。お客様のニーズ
を的確に捉えて、ご期待以上の商品を最後まで丁寧に
一切妥協しない。それが私たちワイズサインです。

【企業理念】
・お客様の期待を超える商品とサービスを提供し、  
　信頼される企業を目指す。
　企画提案から製作施工まで、お客様から信頼され、
　必要とされる企業を目指そう。
・全従業員の生活安定向上を図る。
　会社を発展向上させることにより、物心両面の幸せを
　追求しよう。
・社会に奉仕貢献できる企業を目指す。
　我々は看板業を通じ地域社会に貢献と環境問題に
　配慮した提案のできる企業を目指そう。
【ワイズサイン4つの強み】
・社内一貫製作
　設計から施行まで一貫した生産体制でご依頼も安心、
各種看板・デザイン・設計・製作・施行まで一貫して
承っております。店舗・商業施設・企業看板など、これ
まで様々な経験・実績がございますので、初めての
お客様でも安心してご依頼いただくことができます。
・熱い仲間たち
　人材＝人財、一人ひとりが看板のプロフェッショナル
として活躍、スタッフの願いはひとつ「ご依頼いた
だいたお客様の会社が、看板によってより発展・繁栄
すること」そのため、スタッフ一人ひとりが日々自身
のスキルを磨いております。
　看板を設置するまでに重要な「企画」「デザイン」
「仕様」「安全」など、それぞれのプロフェッショナルが
ご対応致します。



アイオー商店街

新現役マッチング交流会 新入社員研修会 アイオー・ビジネススクール

Sustainable
Solution
Strategy
Support
Smile

持続可能な＝いつまでも常に地元のみなさまとともに 
解決＝地元のみなさまの悩み、不安など課題を解決
戦略＝緻密な戦略を持って
応援＝地元のみなさまの夢を応援する
笑顔＝あたたかいハートの笑顔で

５Ｓを掲げ、地域貢献するしんきんを目指します。

地元のソリューションをミライヘ。


